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 事業概要 

衛星センサの高度化に伴い, プロダクト推定精度向上や複数パラメータの同時推定が求められてい
る. しかし, このような状況下で従来の LUT 法ではデータが膨大になりアルゴリズムの拡張が非現実
的になってきている. そこで, AI 手法(ここでは, ニューラルネットワーク的手法)を用いてアルゴリズ
ムの高速化を行う. スパコンを利用することで, AI 手法用いたアルゴリズムの高速化を行うための大
量の教師データの作成を短期間で行うことが可能になる. 作成した汎用的な高速化放射伝達ソルバを
GOSAT-2/CAI-2, Himawari-8/AHI, GOSAT/CAI, GCOM-C/SGLI に適用し, 大気観測衛星の高分
解能化に伴うデータの増加への対応と, 準リアルタイムなデータ提供を目指します.  

 
 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

JSS2 を使用する重要性:衛星解析に必要な放射伝達モデルを教育するためには, 教師データの作成に
約 12 億通りの放射伝達計算が必要となる. JSS2 SORA-MA の使用可能な 600node(1node 32 コア)の
大規模使用により, 1node(32 コア)では 11 年かかる計算が 10 日程度で計算が可能になる. つまり, 
SORA-MA の利用により衛星データ解析の高速化が実現可能となる. 計算した教師データを用いて教
育した AI 高速化放射伝達モジュール(NN ソルバと呼ぶ)は 2018 年打ち上げの CAI-2 レベル 2 エアゾ
ル特性プロダクト導出アルゴリズムにするため緊急性を要した. すでに打ち上げられているHimawari, 
GCOM-Cのデータにも適用し, 必要に応じてソルバの改良を行う. 以上のように短時間で教師データ
を作る必要があり, JSS2 SORA-MA の使用が重要である.  

 

 今年度の成果 

本年度は GOSAT-2/CAI-2 Level2 エアロゾル特性プロダクト導出アルゴリズムの高速化を行った. 本
高速化により, 1 日分の観測データを 1 日で解析できる速度を達成した.  

地球観測衛星エアロゾルプロダクト導出アルゴリズムの AI を用いた高速化 
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・ スパコンはアルゴリズムの用いる放射伝達計算の高速化を行うための教師データの作成に用い
た 高速化手法は 竹中氏による ニューラルネットワーク手法

教師データ数は 億通り 内 海上 億通り 陸上 億通り 計算に要した時間は海上
日間 陸上 日間 放射伝達モデルと比べて精度は 以下 計算速度は～ 秒 回 波長 陸上 と
～ 秒 回 波長 海上 が 秒 回 波長まで短縮に成功した 図 竹中氏
・エアロゾル特性に加えクロロフィル の海プロダクトを組み合わせたエアロゾ
ル導出アルゴリズムの開発を行っている 教師データは 億通り 海上 を スパコンを用いて計
算 高速化放射伝達モジュールにより速度は 万倍以上の高速化を達成 図 のデータ
に適用し 海洋全球のエアロゾル特性の導出を行った 図 石氏
・ スパコン計算結果を用いて と 用の本高速化モジュールの作成も行い

竹中氏 のデータ解析 研究 にも適用した 東海大関口氏
以上の様に 成果として 高速化放射伝達モジュールの作成 衛星エアロゾル解析アルゴリズムへの
適用を行うことができた

図 を使用して作成した のための高速化放射伝達
モデル 縦軸 とオリジナル放射伝達モデル結果 横軸 との比較
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図 2: JSS2 を使⽤して作成した海洋特性を含む GOSAT-2/CAI-2 のため

の⾼速化放射伝達モデル(縦軸)とオリジナル放射伝達モデル結果(横軸)と
の⽐較.  

 

 
図 3: エアエロゾル特性推定への適⽤. GOSAT2/TANSO-CAI-2 の海洋

全球エアロゾル分布. 2019 年 2 ⽉ 10 ⽇〜2019 年 2 ⽉ 15 ⽇. 総エアロゾル
光学的厚さ(total AOT), 微⼩粒⼦ AOT (fine AOT), 粗⼤粒⼦ AOT 

(coarse AOT), ススの体積混合⽐(soot fraction). 
 

 成果の公表 
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1) Shi, C., M. Hashimoto and T. Nakajima, 2019: Remote sensing of aerosol properties from multi-

wavelength and multi-pixel information over the ocean. Atmos. Chem. Phys., 19, 2416-2475. 
2) Ma, R., H. Letu*, K. Yang, T. Wang, C. Shi, J. Xu, J. Shi, C. Shi, and L. Chen (2020), Estimation of 

Surface Shortwave Radiation from Himawari-8 Satellite Data Based on a Combination of Radiative 
Transfer and Deep Neural Network, IEEE transactions on geoscience and remote sensing, 
doi:10.1109/TGRS.2019.2963262. 
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